



Can Nursery Teachers Properly Identify and, as Mandated,
Report Suspected Parental Child Abuse?

























































































































































































































































































































そ れ に 対 し て， 潜 在 群（ 表3） で は 多 重 性 虐 待




担当クラス 園児数 計 計
０歳児 545 2 1 1 3 2
１歳児 987 1 4 4 3 1
２歳児 1439 1 2 4 6 8 11
０～２歳児 346 1
３歳児 1432 5 1 4 5 13 5
４歳児 1285 5 5 5 13 12
５歳児 1255 2 3 12 15 8 4
３～５歳児 339 2 1 1 1 2
計 7628 18 6 31 37 50 37






































計　　　　　　　10　　　　 4　　　　   4　　　　　　　　　 17　　　　  2　　　　 37
潜在群全体に占める割合
27.03% 10.81% 10.81% 45.95% 5.41%
注：備考欄には多重虐待の種類を記入。
    1：身体的虐待　2：ﾈｸﾞﾚｸﾄ　3：心理的虐待  4：性的虐待
   　例：(1,2)…身体的虐待＋ﾈｸﾞﾚｸﾄ





３歳児 1 2 1 1 5 (1,2,3)
４歳児 2 2 1 5 (1,3),(1,2,3)
５歳児 1 1 2
3～5歳児 1 1 2 (1,2)
計 2 7 1 4 4 18
顕在群全体に占める割合
11.11% 38.89% 5.56% 22.22% 22.22%
注：備考欄には多重虐待の種類を記入。
 1：身体的虐待　2：ﾈｸﾞﾚｸﾄ　3：心理的虐待   4：性的虐待
   　例：(1,2)…身体的虐待＋ﾈｸﾞﾚｸﾄ











14.00%       38.00%      32.00%                          16.00%
注：備考欄には多重虐待の種類を記入。
    1：身体的虐待　2：ﾈｸﾞﾚｸﾄ　3：心理的虐待  4：性的虐待
   　例：(1,2)…身体的虐待＋ﾈｸﾞﾚｸﾄ
表４．潜在ハイリスク群が受けた虐待の種類
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